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 近年、集団的行為（collective action）とグループ行為者性（group agency）の間の関係に関

する問題が議論されている(Tuomela 2013, Bratman 2014, Preyer and Peter 2017)。本発表では、

集団的行為を分析するための形式的枠組みを提案する。この形式的枠組みは、動的 BDO 論

理 学 （ Dynamic Belief-Desire-Obligation Logic, BDO-DL ）、 四 次 元 メ レ オ ロ ジ ー

（Four-dimensional Mereology）の体系、および、拡張された行為主体（extended agents）の

理論を基盤にしている（Nakayama 2013, 2014, 2016, 2017）。この発表においては、集団的行

為を実践するためには、欲求の共有のみでなく、規範的要請についての相互理解が重要な

役割をはたすことを示す予定である。 
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